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倉
木
崎
海
底
遺
跡 

～
水
中
遺
跡
探
査
の
調
査
事
業
～    

　

九
州
国
立
博
物
館
（
福

岡
県
太
宰
府
市
）
は
、
宇

検
村
の
倉
木
崎
海
底
遺
跡

で
、
国
内
初
と
な
る
水
中

遺
跡
探
査
を
行
い
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
取
り

寄
せ
た
磁
気
探
査
機
な
ど

最
新
の
機
器
を
使
い
、
専

国
内
初
、
水
中
探
査
機
調
査

門
家
6
人
が
常
駐
し
大
掛

か
り
な
調
査
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
。
倉
木
崎
海

底
遺
跡
は
１
９
９
６
～

１
９
９
８
年
の
青
山
学
院

大
学
に
よ
る
発
掘
調
査
以

来
16
年
ぶ
り
の
調
査
と
な

り
ま
す
。

１
．
事
業
の
趣
旨

　

文
化
庁
の
「
水
中
遺
跡

の
保
存
活
用
に
関
す
る
調

査
研
究
事
業
」
の
な
か
で

実
施
さ
れ
る
「
国
内
の
水

中
遺
跡
に
つ
い
て
調
査
歴

の
あ
る
遺
跡
の
実
態
調
査

と
調
査
手
法
の
評
価
の
た

め
の
実
践
的
な
事
例
研

究
」
の
一
環
と
し
て
、
倉

木
崎
海
底
遺
跡
を
モ
デ
ル

調
査
地
と
し
て
選
定
し
、

遺
跡
の
把
握
や
探
査
方
法

に
つ
い
て
技
術
評
価
を
行

う
も
の
で
す
。

【今回の探査地区】
A 地区 … 陶磁器が発見され

ている枝手久島との間の浅瀬

B 地区 … 焼内湾の宇検港側

C 地区 … 東シナ海側

２
．
水
中
遺
跡
探
査

　

近
年
の
水
中
探
査
技
術

の
向
上
と
諸
外
国
に
お
け

る
水
中
遺
跡
調
査
へ
の
対

応
を
考
慮
し
、
特
に
こ
れ

ま
で
日
本
で
実
践
例
が
な

い
海
洋
磁
気
探
査
の
評
価

を
目
的
と
し
た
調
査
を
倉

木
崎
海
底
遺
跡
に
お
い
て

実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
遺
跡
付
近
は
珊

瑚
が
群
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
非
破
壊
事
前
調
査

法
に
よ
る
遺
跡
の
実
態
解

明
が
、
こ
の
よ
う
な
環
境

下
で
ど
う
有
効
で
あ
る
か

を
確
認
す
る
こ
と
を
視
野

に
入
れ
て
い
ま
す
。

３
．
調
査
期
間

平
成
26
年
10
月
17
日 

～

　
　

 

平
成
26
年
10
月
28
日

４
．
調
査
内
容

①
水
中
磁
気
探
査
：
海
底

面
あ
る
い
は
海
底
面
下
の

交
易
船
の
船
体
及
び
積
荷

に
関
す
る
鉄
製
遺
物
の
検

出②
水
中
金
属
探
知
機
調

査
：
海
底
面
あ
る
い
は
海

底
面
下
の
交
易
船
の
船
体

及
び
積
荷
に
関
す
る
金
属

性
遺
物
の
検
出

③
サ
イ
ド
ス
キ
ャ
ン
ソ

ナ
ー
：
枝
手
久
島
北
側
海

峡
の
西
側
（
東
シ
ナ
海
側
）

と
東
側
（
焼
内
湾
）
の
深

度
が
深
い
場
所
の
海
底
面

を
調
査

④
サ
ブ
ボ
ト
ム
プ
ロ
フ
ァ

イ
ラ
ー
：
海
峡
浅
瀬
海
底

面
下
の
異
常
反
応
検
出

（
鷹
島
海
底
遺
跡
以
外
で

の
浅
海
用
地
層
探
査
装
置

の
有
効
性
）

⑤
超
高
精
細
映
像
（
８

K
）
に
よ
る
水
中
遺
跡
の

撮
影
：
N
H
K
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ
に
よ
り
、
現
在

開
発
が
進
み
次
世
代
映
像

技
術
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ビ

ジ
ョ
ン
（
８
K
）
で
の
活

用
を
考
慮
し
た
撮
影
を
実

施
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５
．
倉
木
崎
海
底
遺
跡
に

つ
い
て

　

当
該
遺
跡
は
、
宇
検
村

の
焼
内
湾
口
の
枝
手
久
島

北
側
海
峡
に
位
置
し
、
多

数
の
中
国
陶
磁
器
片
が
水

深
１
～
４
ｍ
の
海
底
お
よ

そ
３
０
０
×
１
０
０
ｍ
の

範
囲
に
散
乱
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

確
認
調
査
は
、
宇
検
村

教
育
委
員
会
が
主
体
と
な

り
、
青
山
学
院
大
学
の
協

力
を
得
て
１
９
９
５
年
度

か
ら
１
９
９
８
年
度
の
４

年
間
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
中
国
浙
江
省

龍
泉
窯
系
及
び
福
建
省
同

安
窯
系
の
青
磁
と
白
磁
を

含
む
12
世
紀
後
半
か
ら
13

世
紀
前
半
の
中
国
南
宋
時

代
の
陶
磁
器
約
２
３
０
０

点
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
遺
物
は
、
中
世
交
易

船
の
積
荷
と
の
関
連
性
を

示
し
、
積
荷
の
投
棄
や
船

が
座
礁
し
た
可
能
性
が
あ

る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
に
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

倉木崎海底遺跡調査

※
今
回
の
調
査
の
結
果

は
、
今
年
度
中
に
報
告
さ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
倉
木
崎
海
底

遺
跡
で
新
た
な
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
る
の
か
…
調
査

の
結
果
も
含
め
て
期
待
し

た
い
も
の
で
す
。

①　水中探査の様子
②　今回発見された船のｲｶﾘ
③　調査員の方々
④　今回発見された陶磁器
⑤
⑥
⑦

1

5

6

7 4 2

3} 調査機器

【
青
山
学
院
大
学
の
調
査
で

発
見
さ
れ
た
青
磁
腕
・
皿
】
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いけがち
（生勝）集  落

▼　

名　

前

　

中
村　

廣
秋 

さ
ん
（
61
歳
）

▼　

区　

長　

歴

　

6　

年　

7　

ヶ　

月

　
　
　
　
（
平
成
20
年
４
月
～
）

▼　

区
長
の
想
い
…

　

ど
こ
の
集
落
も
一
緒
だ
と
思
う

が
、
八
月
踊
り
の
唄
を
若
い
人
た

ち
が
唄
え
る
よ
う
に
伝
え
て
い
き

た
い
。
集
落
民
が
一
体
と
な
っ
て

集
落
行
事
に
取
り
組
み
、
集
落
を

元
気
に
盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら
と

思
う
。　ソテツのデンプン作りといい、ソテ

ツの幹の部分を皮を剥ぎ、３週間ほど

乾燥させます。乾燥したら水と混ぜ、

ろ過してデンプンを取り出します。取

り出したデンプンを直径 5 ㎝程の団子

状にして、再度４

～５日乾燥させて

出来上がり。出来

たものは、お粥に

混ぜてシンガイと

して食べます。

2004 年 10 月末（生勝）

2014 年 10 月末現在

人口

世帯数

72

45

人口

世帯数

63

34

１月１ 日  拝賀式

９月（第３日曜日）
 敬老会・豊年祭

※アラセツ　～　シバサシ
（旧暦の８月　七日七夜）

　　　　…　など（一部抜粋）

集落の主な行事予定

い
け
が
ち
集
落
区
長

（
事
務
連
絡
員
）

～ 集落の伝統食材 ～

～  生勝の景色  ～
・夏は屋鈍集落と枝手久島の間に沈む

夕日が最高にキレイに見えます。
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